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口
( ) 与式 = 3 + 2 × 9

= 3 + 18

= 烈

( 2) 与式 = 2 x t 6 y - x + 2 Y
= x + 8ymmm

( 3 )
与

式 = Ʃ+
1 .

- 主 * ☆=遣3

=

2 (Ʃ + 1 ) - 3B
6

23 + 2 - 33
二

6

逕
(4 ) 与 式 = (xt 6 (x-yum

( 5 ) 解 の 公式 より

±√ - 4 × 2 × [- 4 )3 32
x =

2 × 2

選



( 6 )
人
Y

x = - のとき1

Y の 変域 Y = - 2 × (. 1)
x の 変域塾 = 2 t = 3
) x

…

…

議 x = 2 のとき

y = - 2 × 2 + 1

=
- 4 t 1 = - 3

よて Y の 変域 は -3 ≤ y 3 ～
～

(て )

2023 を 割 り 切 れる 自然数 は 2023 の

約数 である 。
2023 の 約数 は

1,
7

,17 Tx 7
,
IMx 17

, 7 x 7 × ～
～～

19 289 2023

2023 = 7 × 17 × 17より 2023 の 約数 は

て
,
いて

,

いてを 組 み合わせたかけ算
よって 2023 の 次 に 大 きな 自然数 は

1
"

7 × 17 = 289
m

( 8 ) BC に 対 する 円周角 より

∠ BDC = LBAC = 47
~

～～ ～戎
LDCB は 直径 に 対 する

円周角なので 、 LDCB = 90
～～

「 よって OBCD で 三角形 の

内角 の 和 は 180
” なので

Cx = 180 -900 - 47 =43



( 9 )

A

1

/

馬3

e ……
…… BB0

-

おうぎ 形 OAB を 線分 OA を 軸と回転して

できる立体 は 半球 である 。 よって 体積 は

4 π× 33 × 1 = 18 π cm～
～

m

～ 球 の体積分

( 10 )

線分 ABACのの

垂直 =等分線 を

作国!…… I ② 交点 が σ である
.



上位 デ ータ 最大値②
∞∞
問

最小値
^ ハ “

_ 第 3四分位数
== 17

中央値 =塔 = 14

第 1 四分位数 =是 = 11
.
5

( 1 ) 中央値 は 14 冊
～

( 2 )

: 第 1 四分位数は 11 . 5 冊 なので 誤りのの

: 最頻値 は 14冊, 17 冊なので 説誤りん②

最 も 多 く 現 れるデ ー タ

: 四分位範囲 = 第 3 四分位数 - 第 1 四分位数⑨
= 17 - 11 . 5 = 5

.

5冊
よって 正 しい

:④

平均 =

9 t 10 + " t 2 「 13 + 14 + 14 + 16 t 17 + 17 + 20 + 21

12

=

1告 = 14
.

5 冊

よって 誤 り



( 3 )

婁
1 1 1 1 1

0 i ⑨ 邰 婁
11 . 5

問 2

(1 ) 4 つの 玉 から「 4 」
が書 かれている 玉 を 1 と 個

取 り 出 すので 確率 は出
(2 ) 1 回目 : 4 つの 王 、 から 「

s

,「
2 ,

「3
」
のいずれかの

玉 、を 取 り 出 すので 確率 は ⑤

2回 目 : 3 つの 玉 から 「
4」 を 1個 取 り 出 すので

確率 は 五
よって

,
求 める確率 は

3 × B 然



(別解 ) 樹形国 は 以下 の 通 り

1

: 3\
4 4400 0 3

王
.

の 取 り 出 し 方 は 全部 で 12通 り
。
そのうち

2 回目 「 4 」にを取 り 出 す 方 法 は 3 通 り
。

よって 求 める確率 は

五
=に

( 3 )

回目 の 玉⑦ :
1 回目 の 玉 ⇒ 得点 は 2 回目 の玉R 1

回目 の 玉⑨ : 1 回目 の 玉 ⇒ 得点 は 回目 の玉327

1 回目 2回目 3回目 得点 1 回目 2回目 3回目 得点
2 3 3

×
K 2

×
*

4 允
3 1 3

= 3
2

4 3

ー 2 出 ー
1 4

m4

～ 出
4
\ 3 出



1 回目 2回目 3回目 得点 1 回目 2回目 3回目 得点

ー 2 2

← 当 2

×
人 4 出 ×

3

1 1
1

[
F3 2

4 [
=4 21

彑 3 3

4 K
1

出 3 ー
1 1

2 出
ー
2 2

樹形国 より
王
、を 3 回取 り 出 す 場合の 数はは

24 通り 。 そのう 5 , 得点 が 4 点 となるのは
通

り
9 ～

よって 求 める確率 は

4
=

③
24 m

問 3

んを 整数 とし , 2 つの 続 いた偶数 のうち 小 さいほう

の 偶数 を 2 n とすると ,
大 きほうの 偶数は 2 nt 2

と 表 される
。

2
n ( 2 n + 2 ) t 1 = 4nt 4 n t 1

= (2 n + 1 )
<

n は 整数 なので , 2 n t 1 は 2 n と 2nt 2 の 間 の

奇数である
。

よって 2 つの 続 いた 偶数 の 積 に 1 を 加 えると

その 2 つの 偶数 の 間 の 奇数 の 2 乗 となる
、



③
( 1 ) 点 A は Y = ④ x 上 にあり

x
= - 4 なので

Y = 出 λ [ 4 )
2

= 4

よって , A の Y座標は

( 2 ) 点 B は = ④ x 上 にあり 、 x = 2 なので

Y = 凶 × 22

= 1
∴ .B ( 2

,
1 )

直線 の 傾 きは 変化の 割合 と 等 しいので

傾 き
= はの増増加量
=) … A → B の 増加量

き



問 3

( 1 )

人

8 ハ ( 6 , 9 )
ノ

( _4
,
4 )

4

〉

へ」 4

罨 8
→に

,
1 つ

また , 点 D はは軸上 にあるので 点 Dox 座標 は
mm
～

点 A の x 座標 より 右 に 4進 んだと = ろにある
mm

□ ABCD は 平行四辺形 なので
,

点 Dox 座標 は
mw

点 の x 座標 より 右 に 4進 んだと = ろにある
m

～～

B

よって 点 C の x 座標 は

2 4 = 点

( 2 ) . 点 C は Y =④ x 上 におり x = 6 なので

y = # × 62 = 9 : C ( 6
,
9 )

mm

( 1 ) と同様 に
点 C の Y 座標 は点 BaY 座標 より 8

大 きいので 点 D の Y 座標 も 点 A の Y 座標 より 8

大 きい 。 よって
、
点 D α Y 座標 は

4 + 8 = 1.



( 3 )

点 E の 座標 を (
o
, t )とする

また 。点 E から x軸 に

平行 な線 を 引 き
, BC との

( 0
, 12 ) 交 点 を F とする

。

≈

(6 , 9

)%FDE
= 12- t より

OADE の 面積 は
(-4 . 4 )…

41

( 2 , 1 ) 文 × ( 12 - t ) × 4

= 2 ( 12 - t ) ー①

次 に O BCE の 面積 を O BFE EOEFC に 分 ける
。

直線 BC の 式 を Y = axtb とお c と
.

a
= Y の増加
x の増加量

= 品 … B → C の 増加量

= 2

よて Y = 2 x tb で C ( 2. 1 ) を 通 るので
/ 1 = 2 × 2 tb ⇒b = - 3

したがて 直線 BC の 式 は Y = 2 x - 3 である 。

点 F は Y = 2 x - 3 ± にあり
,
Y = t なので

t = 2 x - 3

2x = tt3

∴ x = : ∴ F (, t )



( O
, 12 )

( 6 , 9 )

10, t
)

←

.

ー F
( -

4

, 4
)

…

シ4 ×

( 2 , 1 )

よって OBC E の 面積 は

亡 ×× ( t- 1 ) + I××
～.

O BFE L EFC

= 五 ×× { ( t- 1 ) + 9 - t) }

=× 8

= 2 ( t + 3 ) ー ②

ADE と OBCE の 面積 が 等 しので
2 ( 12 - t ) = 2 ( t+ 3 ) … ①= ②

24 - 2 t = 2 t t 6

4 t = 18 ⇒ t = z
9

よって 点 E の Y座標 は ② である
。

≈



④
問 し

三角錐 AEPQ の 体積
は

亡 × 2 × 2 × 4⑪α
高 さ

ー

2 =5つ
. ィ

2

問 2

PQ

DEPQ で 三平方 の 定理 より

Pa =)√4 =8 =☆

= 2Ʃcmmm

BP

OBPF で 三平方 の 定理 より

BP =√2 λ =√
4世 = 20 = 2√5

= 2√5cmmm



問 3

()

4B
ー .ー

2Ʃ 、
\

x Lx /

ー 2NE /

LABD で 三平方 の 定理 より

BD =√42 +42
= 32 = 4k

= 4R

問 2 より PQ = 23
.

BR = x cm とすると , 左右対称 な 国形 より

DS = xcm よってっ

x t 2√2 + x = 4冷

2x = 23

x = I

よって BR = 3omm



( 2 )

ー
40Ʃ
. OBPR で 三平方 の 定理より

一;1 PR =√ 5)ー k):

3B ☆
= √ 20 - 2

ー

)
=√18 = 3Ʃ

t = 3 fcm
ー

2√3
~

よて 、 台形 BDQP の 面積 は

2√Ʃ+ 4冷[ ) × 33=
O

☆=18mm
2

( 3 )

彎
I

AE
,
BP

,

DQ の 延長線 が 交 わる 点 を I とする 。

求 める 体積 は

三角錐 I - ABD) ( (三角錐 I - EP α ) である
。



三角錐I - ABD ∞ 三角錐 I - EPQ であり
、

AD = 4 cm
,
EQ = 2 cm から 三 角錐 の 相似比

は 4 : 2 = 2 : 1 である 。

よて

IA IEA =

214 ⇒ IA = 8 cm
m

三角錐 I - ABD の体積

文 × 4 × 4 × 8 × B = 64
三角錐I - EPQ の 体積

亡 × 2 × 2 × 4 x B = ⑤
よって 求 める 体積 は

一号=
問 4

四角錐 A - BDQP の

体積 は
立体 ABDEPQ )( 三角
錐 A - EPQ ) である

。

立体 ABDEPQ の 体積 は

問 3 より ⑤ cm
3 であり

,

三角錐 A - EPQ の 体積 は



亡 × 2 × 2 × 4 × B = 5 cm
3

である 。 よって 四角錐 A - BDQP の 体積 は

⑤ - 季 = 弩 =16 ー の①

一方
,
四角錐 A - BDQP は 底面 を 台形 BDQP

とすると 高 さが A T である 。 台形 BDQP の 面積 は
問 3 (2 ) より 18 cmなので , 四角錐 A - BDQP の

体積 は

18 × AT × B = 6 .ATー②
①= ② より

6 A T = 16

AT = ⑥
cm5



⑤
( い )

LABE の 面積 は

さ 立 × 3 × 4 = 6 cm

2

mm

ー ー
3
～. 1

( 2 )

ODAF と OBEF に

ー
3
.

おいて
,

□ A D は 長方形EC

であるから
,

BE = BC - EC = 3 cm

となり

ー
3

ー
3 ヘ .

DA = BE 一 ①

ー
。 ー

またAD / BC であり 。 平行線 の 錯角 は 等 しので
～～ (ア )

LADF = ∠ EBF ー②
∠ DAF =∠ BEF ー③

①
,
②

.
③ より1 組の 辺 とその両端 の 角 がそれぞれ 等
m

から

ODAF ≡ 0 BEF (証明終わり )



問 3

( い )

左 国 のように 、点 F を 通 り

X
BC と 平行 な 線分 を 描 く

。

これと
,
D C との 交点 を G とする

。

ー G
× ODAF と OFEQ に

mmm

,
おいて

0 ∠ DAF = LFEQ = 907

ー の
FGIBC より 錯角 が等 しいので

LEQF = LGFQ
～ ～L

ー②

O FEQ の 内角 の 和 から

LEFQ = 90-LEQF
～

ー③

PQ は 折 り返 しなので PQLBD 。 よって

LDFQ =90

: . ∠ DFG =90 ' - LGFQ ④
～m

③ , ④ より

LEFQ = LDFG ー⑤
～

AD 1 FG より 錯角 が 等 しので
LFDA =∠ DFG
～

ー⑤
⑤
,
⑥ より

∠ EFQ = LFDA ー⑪
の

,
⑦ より 2組 の 角 がそれぞれ 等 しいので

ODAF S FEQ

よって ODAF と 相似 な ≡ 角形 は O FEQ
～②



( 2 )

問 2 より O DAF ≡ 0 BEF

ー
3
. なので 対応する 辺は 等しい.

= 2 さ から

× AF = EF

き よ。 て 点 F は AE の

\ ) 中点 である
。

ゆえに ,

AF = E F = 2 cm

( 1 ) より O DAF SO FEQ で 対応 する 辺 の 比 は

等 しから
DA : FE = AF :

EQS∞ 全

: . 3
E

Q = 4 ⇒ EQ = 4 cm

～

( 3)
.

R 左国 のように AD EPQ
ー

の延長線 の 交点 を R

: とする
。



LAFR EL E F Q において

AF = E F = 2 cm
ー ①

LFAR = LFEQ = 90 ー ②

対 頂点 は 等 し 、 から

∠ AFR =∠ EFQ ー ③
の .

②

. ③ より1 組 の 辺 とその両端 の角 が

それぞれ等 しいので

OAFR≡OEFQ
対応 する 辺 の 長 さは 等 しいので

AR = EQ = 4 cm

ー

R .
4 また

,
LAPR と O BPR

. において A
R 11 BQ より

錯角 が 等 しので
LPAR = LPBQ ー④: LPRA =∠ PQB 一 ⑤

④
,

⑤ より 2組の 角 が
\

3
へ 告

イ

それぞれ等 しので
,
OAPRS OBPQ

.

対応 する 辺 の 比 は 等 しいので

AP : PB = AR ; BQ

= ⑤ : ( 3 = 4 )

= ③ . :
3

= 4 : 13
mm



回
問 し

ァ

左 国 の のように 電球 分けるを

4 段目 ⇒ 3 × 4 = 12 個
～

(4 - 1 )
ー

5 段目 ⇒ 4 ×
4

= 16 個

( 5 - )
～

よって
,
6 段目 は
~

5 × 4 = 20 個
～～

( 6 - 1 )
～

ィ

1 段目 ～ 6 段目 の 電球 の合計 は
/ + 4 + 8 + 12 ← 16 ← 20

= 61 個
mm

ゥ

1 段目 + 3 段目 + 5 段目

00000

⇒

学
: . o
.:?個

5個



1 段目 + 3 段目 + 5 段目 の 電球 の 合計 は
～

5 × 5 = 25 個
～ ～

よて ,
1 段目 3 段目 , 5段目… 39 段目 の 電球

～

の合計 は

39 × 39 個
mm

①

エ

偶数段目 のとき

2 段目 4 段目 6 段目 2段目 + 4段目 + 6段目

景O 0 00 0 0 O 0 0 0 0 0

. 0
0 0

{
^ 0000

邰 0 0 0 0 の

6個.n
O O 0 0 0 0 0

0 OO 0 ① 0 0 0 0 00 0

OO O O 00 O B O OO 0

段目 +段目 + 段目の 電球 の合計
は

2 4 6

" つ 固6 6 = 36
mm

よて 段目 段目 .段目 … 段 目 の電球* 6 世
の合計 は

40 × 40 個
～～

②

①
.

② より 1 段目 ～ 40 段 目 の 電球 の 合計 は

39 × 39 ← 40 × 40 .

= 1521 × 1600

= 3121 個
m



問 2

オカ , キ

左国 のように 1 段目 から 6 段目
を

* 1 段目 と 4 段目
～

2 段目 と 5 段目
～

3
段目 と 6 段目mm

O 0

の 3組 に 分 けてるとそれぞれを

しきつめることができる
。

→

問 3

クケ
7個

7 段目 までの場合
、

へ個～
↑
邰 O OO 0000

0 0000000

on 00000 0

⇒ O 2 0000 0 1 7個9 0 0000 0

I 000000

I 0000000

との 電球 の

数 は 等 しい
よって 点線 で 囲 まれた電球 の 個数mm

て × ( て + )
～

という 計算式 でできる
己



問 4
.

1 段目 から 40 段目 を 3 つの 組 に 分 ける
σ 1

,

4
,
7

,

10
,
13
,

16, 19 , 22 , 25 .

28
.
31 , 34 .374

世

段目 の 合計 は 40 ×41
= 20 ×21

4

= 20 × 41= 8 0個以
→2

0 2
,
5

.

8 11 , 14 , 17 , 20 , 23 , 26 , 29 . 32 . 3538
m

段目 の 合計 は
2

子

38× 39
= 19 x 39

→

38 × ( 38 + リ
ー ～

2

= 19 × 39 = 741 個
mm

。 3
,
6
,

9 , 12 , 15 . 18 . 21 , 24 , 27 , 30 , 33 . 36 .
3

.
段目 の 合計 は

= 39 × 20 = 780 個 →
×

40
-

3
よて 。 1 段目 から 40 段目 の 電球 の 合計 は

8 0 t 1741 t780 2341 個
～


